
【地域学校協働活動推進事業】地域学校協働本部別 実施状況

学　校 2 名

その他 0 名

6/23 教育課程外

(日)

7/30 教育課程外

(火)

8/4 教育課程外

(長)

11/3 教育課程外

(祝)

12/26 教育課程外

(長)

2/2 教育課程外

(日)

3/9 教育課程外

(日)

608 400 30 7 80 3 1,128

◎主 学習支援 2 回　・　体験活動 5 回　・　地域交流 0 回　・　体力健康 0 回　・　学校支援 0 回

○従 学習支援 0 回　・　体験活動 0 回　・　地域交流 0 回　・　体力健康 3 回　・　学校支援 0 回

※　実施日の（長）は長期休業期間の平日

参加人数合計

実施回数 合計 7 回 （分野分類）

10

9

学校体育館・家庭科室 厚別中央振興会、子ども食堂もくきち

214

8

0

日本の伝統的な文化である餅つきを、町内会の協力者など
多くの方と一緒に体験。進級・進学、卒業の祝いを込め
て、参加者全員で楽しんで活動を行うことが出来た。 86 71 0 1 56

厚別木馬公園 信濃小学校　親父の会

7 ◎ ○

餅つき大会

24 0 93

冬のプレーパーク

気温は低かったが、好天に恵まれ、体験活動にたっぷり浸
りながら楽しむことができた。プレーパークで作ったス
ノーキャンドルに町内会の方々の協力を得ながら「雪明り
のみち」まで、多くの参加者が満足できる機会となった。 50 18 0 16

41

２階理科室、図書室、図工室 大学生のボランティア

36 0 4 15 ◎

冬休み宿題教室

夏休み宿題教室と同様、大学生ボランティアの講師が巡回
する形式にて実施。児童の自主性を尊重し、質問があった
時のみ講師が支援を行う方針にて、静かに集中できるよう
環境を作り、児童らが集中して学習することが出来た。

◎ ○

46

自然や人との触れ合いや体力向上、健康増進を目的に実
施。段ボールあそびやハンモック、焚火を中心に行い、雨
天だったものの自由にのびのびと遊ぶことができた。 30 10 5 1

信濃小学校　親父の会

4 ◎ ○

秋のプレーパーク

夏のプレーパーク

学校近隣の厚別中央公園にて、親父の会や厚別中央振興会（単位
町内会）の協力によるプレーパークを実施。各自持ち寄ったロー
プや段ボールを用いて自由に遊び、夜は運営で物資を用意し花火
大会を行った。安全面の配慮から保護者の参加も多く、児童含め
大変盛り上がる内容であった。

340 280 9 13

信濃公園

◎

２階理科室、図書室、児童会
室

小樽商科、藤女子、北海学園、北翔大学学生

40 0 6 1 0 1

厚別中央公園 信濃小学校　親父の会

630

1 0 2

学校１階ホール、グラウンド 信濃小学校　親父の会

5626 21

482 ◎

夏休み宿題教室

夏休みの時間を活用し、児童が持参した学校の宿題（塾の宿題も
可）を取り組む。学習時間内は大学生講師が巡回し児童らの質問
に個別で答える形式とし、児童の自主性を重視する内容とした。
昨年から継続して実施したことで参加規模が増加し、集中して児
童に取り組んでもらうことができた。

地
域

教
職
員実施場所 講師／スタッフ・協力者等

1 ◎

ペットボトルロケット大会

親父の会の方々からペットボトルロケット作りの説明を受
け、親子でロケット製作に取り組む。子どもたちは真剣に
取り組み、打ち上げの際には歓声が上がり達成感・満足感
を味わえる活動となった。安全面から、児童の参加には保
護者の同伴を必須とし実施した。

会議開催 2 回 開催月 ５月、３月
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6

校長、教頭

ＰＴＡ 0 名

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 1 名 学校評議員、連町体育青少年育成部長

構成

合　計 5 名 （代表者・コーディネーター含む）

地域住民 3 名 親父の会、元PTA会長、学校評議員

本部名 信濃小学校地域連携協議会

代表者 宮川　智嘉 （学校評議員）

令和６年度　

学校名 信濃小学校 【厚別区】


